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武南警察署 地域安全特別点検

冬の交通事故防止運動出発式
武
南
警
察
署（
署
長＝

田
中

正
男
さ
ん）

は
、「

武
南
警
察

署
地
域
安
全
特
別
警
戒
・
冬

の
交
通
事
故
防
止
運
動
出
発

式」

を
11
月
30
日
、
川
口
市
立

鳩
ケ
谷
小
学
校
校
庭
に
お
い

て
開
催
し
た
。

式
典
に
は
市
か
ら
板
倉
防
犯

対
策
室
長
や
羽
鳥
交
通
安
全

対
策
室
長
・
渡
辺
秀
夫
新
郷

地
区
連
合
町
会
長
は
じ
め
各

地
区
連
合
町
会
長
・
交
通
安

全
協
会
・
安
全
管
理
者
協

会
・
交
番
連
絡
協
議
会
・
鳩

ケ
谷
地
区
地
域
安
全
推
進
委

員
・
川
口
市
交
通
安
全
母
の

会
・
少
年
非
行
防
止
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
連
絡
会
・
武
南
署
員

次
い
で
、
鳩
ケ
谷
小
学
校
金

管
バ
ン
ド「

ス
タ
ー
ピ
ー
ス」

が
、
校
歌
や
手
の
ひ
ら
を
太

陽
に
を
演
奏
し
会
場
に
華
を

添
え
た
。

川
口
市
美
術
展
が
、
12
月
１

日
か
ら
８
日
ま
で
リ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た
。

新
郷
地
区
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

◇
日
本
画
▽
市
長
賞＝

平
出

み
ず
ほ（
峯）

▽
実
行
委
員＝

挨拶される田中署長と来賓。右から５人目渡辺さん、左から３人目原島潔さん。

遺留品から犯人役を発見して立ち向かっていく警察犬。

な
ど
200
名
余
り
が
列
席
し
た
。

田
中
署
長
は「

犯
罪
は
減
少

し
て
い
る
が
、
自
転
車
の
前

籠
か
ら
の
引
っ

た
く
り
が
非

常
に
多
い
、
自
転
車
に
は
防

犯
カ
バ
ー
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
は
、
息
子
や

孫
を
装
っ
た「

助
け
て
詐
欺」

は
同
じ
だ
が
、
自
宅
ま
で
現

金
を
取
り
に
来
る
手
口
、
警

察
官
を
騙
っ

た
詐
欺
な
ど
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
年
末

年
始
特
別
警
戒
に
伴
い
、
更

な
る
犯
罪
抑
止
、
事
故
防
止

に
注
意
し
ま
し
ょ

う」

と
挨

拶
さ
れ
た
。

式
典
後
、
大
井
警
察
犬
訓
練

所（

所
長＝

堀
内
壽
子
さ
ん）

の
警
察
犬
に
よ
り
、
５
枚
の

布
を
嗅
ぎ
分
け
て
臭
気
選
別

な
ど
の
模
擬
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
　

吉
田
喜
代
美（

江
戸
袋）

◇
洋
画＝

伊
原
新
一
郎（

赤

井）

、
大
久
保
伴
層
、
大
沢
眞

康
、
工
藤
信
芳
、
関
口
信
子
、

野
口
奈
穂
子（

峯）

、
髙
橋
十

三
男（

本
蓮）

、
徳
野
哲
夫
、

富
岡
健
治
、
濱
美
知
子
、
渡

邉
友
紀
子（

東
本
郷）

◇
彫
刻
▽
審
査
員＝

杉
田
龍

（

前
野
宿）

。

◇
工
芸
▽
安
藤
年
三（

赤
井）

白
鳥
雅
也（

江
戸）

。

◇
書
▽
佐
藤
邦
浩（

新
堀）

下
形
幸
恵（

江
戸
袋）

▽
依

嘱＝

吉
安
玲
華（

江
戸）

。

◇
写
真＝

石
田
タ
イ
子
・
玉

山
房
子（

東
本
郷）

伊
東
光

男
・
粂
原
一
夫（

榛
松）

辻

家
恵
美
子（

大
竹）

山
田
文

第
41
回
川
口
市
美
術
展

市
長
賞
に
平
出
さ
ん

新
郷
の
３
市
議
も
鑑
賞

11
月
24
日
、
川
口
市
消
防

団
特
別
点
検
が
神
根
運
動
場

で
実
施
さ
れ
た
。

第
６
支
団（

支
団
長＝

北

條
敬
一
さ
ん）

表
彰
者
。
　
　
　
　

◇
埼
玉
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
１
等
功
労
章＝

吉
田
長

吉
・
斎
藤
敏
男
▽
２
等
功
労

章＝

吉
田
俊
行
・
榎
本
勝

一
・
田
中
政
徳
▽
３
等
功
労

章＝

鈴
木
一
・
矢
野
昌
宏
▽

勤
続
章＝

石
塚
一
男
。

◇
川
口
支
部
長
表
彰
▽
特
別

功
労
章＝

新
藤
真
智
・
福
田

貴
史
▽
１
等
功
労
章＝

田
中

克
美
▽
２
等
功
労
章＝

中
川

正
行
・
櫻
木
友
也
・
斎
藤
友

幸
・
上
和
広
・
須
藤
知
子
・

石
塚
千
明
。

◇
団
長
表
彰
▽
精
勤
章＝

山

藤
拓
郎
。

◇
川
口
市
長
表
彰
▽
30
年
勤

続
章＝

稲
垣
明
▽
25
年
勤
続

章＝

石
塚
一
男
▽
20
年
勤
続

章＝

吉
田
長
吉
・
斎
藤
敏
男

▽
15
年
勤
続
章＝

吉
田
俊
行
、

榎
本
勝
一
・
田
中
政
徳
▽
10

年
勤
続
章＝
鈴
木
一
・
矢
野

昌
宏
。

◇
平
成
25
年
新
入
団
員

▽
第
１
分
団＝

細
井
翔
太
・

馬
込
利
幸
・
西
澤
和
晃
・
磯

部
芳
樹
。

▽
第
２
分
団＝

菅
原
敬
佑
・

石
塚
隆
一
。

◇
平
成
25
年
退
団
員

吉
田
長
吉
・
矢
野
一
由
・

川
田
勝
・
稲
垣
明
・
田
中
春

二
。
　（

敬
称
略）

川
口
市
消
防
団
特
別
点
検
と

平
成
25
年
度
定
例
表
彰
者

参
加
者
全
員
、
警
察
犬
も
、

鳩
ヶ

谷
小
学
校
か
ら
SR
鳩
ヶ

谷
駅
ま
で
を
20
分
ほ
ど
か
け

パ
レ
ー
ド
し
街
頭
活
動
を
行

っ
た
。「

ス
タ
ー
ピ
ー
ス」

も

ド
レ
ミ
の
歌
な
ど
数
々
を
演

奏
し
て
街
頭
の
人
々
か
ら
暖

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

◇
冬
の
交
通
事
故
防
止

運
動
重
点
目
標

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
・
路
上

寝
込
み
な
ど
に
よ
る
防
止
　
　

②
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
　
　

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
。

雄（

赤
井）

▽
招
待＝

進
藤

恵
美
子（

江
戸
袋）

平
賀
博

光（

新
堀）

。
　（

敬
称
略）

写
真
左
か
ら
書
道
家
の
大

沼
早
苗
さ
ん
、
板
橋
智
之
市

議
会
議
員
、
幡
野
茂
市
議
会

議
員
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
派
遣

パ
ピ
ヨ
ン
代
表
の
七
瀬
怜
子

さ
ん
、
光
田
直
之
市
議
会
議

員
。市

展
会
場
で
。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
25
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

今
月
の
新
郷
句
楽
部

風
変
る
草
木
に
秋
の
声
放
つ
　
　
　
　
東
浦
和
　
神
作
洸
江

舗
装
地
の
継
ぎ
目
裂
き
行
く
草
の
秋
　
　
安
行
吉
岡
　
若
狭
や
よ
ひ

と
ろ
ろ
そ
ば
不
意
に
よ
ぎ
り
し
父
の
顔

東
本
郷
　
豊
後
照
子

コ
ス
モ
ス
を
手
折
る
を
恥
じ
て
戻
り
け
り

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

古
里
の
渡
し
場
無
残
葦
の
中
　
　
　
　
峯
　
　
　
大
島
久
子

秋
彼
岸
ふ
る
さ
と
遠
く
な
り
に
け
り
　
蓮
沼
　
　
若
木
豊
子

台
風
に
心
細
け
り
熱
い
お
茶
　
　
　
　
東
本
郷
　
飯
田
は
る
ゑ

山
襞
の
翳
を
濃
く
し
て
秋
日
入
る
　
　
東
本
郷
　
高
垣
ゆ
た
か

11 月 10 日、新郷地区レクリエーション協会、新郷地区体育指導委員主催の
ワンバウンドふらばーるバレー大会が開催された。優勝＝赤井町会（町会長＝
大栁祐一さん）準優勝＝東本郷南町会（町会長＝渡辺秀夫さん）3位＝江戸袋
町会（町会長＝山田勇作さん）新堀町会（町会長＝太田茂さん）
平成 25 年度総合優勝も発表された。
優勝＝赤井町会（町会長＝大栁祐一さん）準優勝＝峯町会（町会長＝田中照昌
さん）3位＝江戸袋町会（町会長＝山田勇作さん）。　　　

赤
井
町
会
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
大
会
で
優
勝

小学6年の部「本部長杯」男子＝優勝、女子＝優勝。小学 5 年の部「教育長杯」男子＝4位、
女子＝5位。小学 4年の部「体協会長杯」男子＝6位。低学年の部、男子＝9位、女子＝7位。

川
口
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競
走
大
会

東
本
郷
小
６
年
生
男
女
と
も
優
勝

第 48 回「小さな親切」運動埼玉の集いが、さいたま市で開催された。
川口支部（代表＝原島潔さん）の表彰者等は次の通り。（敬称略）
▽感謝状＝及川紀男・高栁八重子・森田力・寺井誠・髙橋ヒデ子。
▽平成２６年度の指定書交付を川口市立東本郷小学校が受けた。
写真は、表彰者と指定書の交付を受けた東本郷小学校の皆さん。

「

小
さ
な
親
切」

運
動
埼
玉
の
集
い

明治安田生命の「ニッポンすこや化プロジェクト」事業において、明治安田生
命川口南営業所（所長＝伊藤勝利さん）より、東本郷小学校(校長＝高橋光代さ
ん)に、サッカーボール 3個・大縄跳び 1 本・チューリップの球根 120球が贈呈
された。高橋校長は「大切に使い、体力向上、自然いっぱいの学校にしていきま
す」と語った。写真左から、伊藤正雄教頭、高橋校長、伊藤さん、小山真理 PTA
会長、遠藤浩一ＰＴＡ副会長。

東
本
郷
小
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
な
ど
贈
呈

11
月
10
日
、
東
本
郷
小
学
校（

校

長＝

高
橋
光
代
さ
ん）

は
家
庭
・
地

域
・
学
校
の
絆
を
深
め
よ
う
と
、

「

Ｐ

Ｔ
Ａ（

会
長＝

小
山
真
理
さ
ん）

絆

事
業
・
バ
ザ
ー」

を
行
っ
た
。

バ
ザ
ー
や
、
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ

ン
ク
な
ど
の
模
擬
店
、
地
域
の
有
志

提
供
や
学
校
農
園
で
出
来
た
野
菜
の

即
売
。
体
育
館
で
は
、
県
大
会
銅

賞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
に
も
出
演
し
た
合
唱
団
の
合

唱
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏（

写

真）

、
読
み
聞
か
せ
、
子
ど
も
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

東
本
郷
小
絆
バ
ザ
ー

新堀のメゾン新郷在住者でつくるグループ「仲良しの和」（代表＝野
沢秀萍さん）は、今年 6月から毎週水曜日、同集会場で体操やボール
遊び、太極拳やトランプなどをして楽しんでいる。

11 月 27 日は、野沢代表の出身である中国の食文化を味わおうと餃
子作りを行った。水餃子や焼き餃子を皆で作り舌包みを打った。
野沢さんは「日本に来て 28年、同じマンションに住んでいるがふ

れあいが無く、60代・70代・80代の人が集まって何かをすることが
なかった。ボケ防止の為にも皆で楽しく触れ合う場所をと立ち上げま
した。大変だけどとても嬉しい時間です」と語った。

メゾン新郷の「仲良しの和」

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会



武
南
警
察
署
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お
年
寄
り

孫
の
お
手
本
　
い
い
横
断

先
日
、
数
年
前
に
私
の
植
え
た

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
２
本
が
、
ス
ポ
ッ

と
脱
落
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
健
康
な
患
者
さ
ん
の
ほ

と
ん
ど
全
て
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

は
、
脱
落
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
な
ぜ
か
と
考
え
ま
し

た
。そ

の
方
は
中
年
の
女
性
で
、
家

庭
的
に
も
対
外
的
に
も
か
な
り
ハ

ー
ド
な
日
常
で
、
社
会
的
に
も
責

任
あ
る
立
場
で
忙
し
く
働
い
て
い

ま
す
。
活
動
的
で
健
康
に
は
問
題

な
い
方
な
の
で
、
恐
ら
く
日
常
の

生
活
の
中
か
ら
来
る
、
本
人
は
意

識
し
て
い
な
い
ス
ト
レ
ス
で
、
夜

中
に
歯
の
く
い
し
ば
り
や
歯
ぎ
し

り
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
し
ま
し
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
生

ま
れ
持
っ
た
自
分
の
健
康
な
歯
で

も
、
あ
る
日
突
然
グ
ラ
グ
ラ
と
動

揺
が
始
ま
り
、
歯
を
支
え
て
い
る

骨
が
消
失
し
て
抜
け
落
ち
る
事
が

あ
り
、
歯
科
で
は
そ
れ
を
咬
合
性

外
傷
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

咬
合
性
外
傷
は
、
ス
ト
レ
ス
や

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
入
れ
歯
や
か
ぶ

せ
歯
を
入
れ
た
時
、
あ
る
い
は
偏

っ
た
噛
み
方
を
し
て
い
る
時
な
ど

に
起
き
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
虫
歯
や
歯
周
病

が
な
く
て
も
定
期
的
に
あ
ご
の
骨

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
と
る
事

で
、
こ
の
病
気
を
早
期
に
発
見
で

き
、
噛
み
合
わ
せ
を
調
整
し
た

り
、
ナ
イ
ト
ガ
ー
ド
を
入
れ
て
強

い
噛
み
し
め
や
、
歯
ぎ
し
り
の
力

を
一
つ
の
歯
に
集
中
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
事
で
、
予
防
を
し
て
い

ま
す
。

全
て
に
お
い
て
忙
し
い
現
代
社

会
で
は
、
歯
の
生
え
か
け
た
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
始
ま
っ
て
高
齢
者
に
至

る
ま
で
、
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
受

け
て
こ
の
咬
合
性
外
傷
を
発
症
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
要
注

意
で
す
。岩

下
歯
科
医
院（

榛
松）

岩
下
　
一
三

歯
科
医
の
風

鳩
ヶ

谷
の
ペ
ッ

ト
サ
ロ
ン
パ
レ
オ
の
北
岸
淳

さ
ん（

66）

は
、
上
野
の
都
美
術
館
で
フ
ラ
ン

ス
官
展
ル
・
サ
ロ
ン
と
の
交
流
　
第
39
回
太
陽

美
術
展
に
、
30
号（

写
真）

、「

宇
宙
の
住」

・
20

号「

永
遠
の
春」

を
出
品
し
、
２
作
品
と
も
入

選
さ
れ
た
。

「

19
歳
ご
ろ
か
ら
何
か
を
表
現
し
た
い
と
絵

や
写
真
、
焼
き
物
な
ど
し
た
が
、
３
年
前
生
死

を
さ
迷
う
大
病
後
絵
と
向
き
合
い
ま
し
た
。
や

っ

た
～
と
飛
び
上
が
り
た
い
、
凄
く
嬉
し
い」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

ペ
ッ
ト
サ
ロ
ン
パ
レ
オ
の

北
岸
さ
ん
太
陽
美
術
展
で
入
選

11 月 16日、新郷東小学校（校長＝小沼和美さん）は、PTA (会長＝石井君忠さん)主催による
「東っこ祭り」を開催した。
メインステージの体育館で、開会式、峯のお囃子、榛松中学校吹奏楽部の演奏後、昇降口や

理科室、図工室、体育館などでの模擬店もスタート。
みんなの出番は例年より出場者が多く 30組がステージを湧かした。
写真右から鈴木英治さん、小沼校長、石井会長、小磯国昭実行委員長、上野英一さん。

東
っ
こ
祭
り

新
郷
南
小
学
校（

校
長＝

滝
澤
榮
則
さ
ん）

は
、
平
成
25
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
講

演
会
を
行
っ
た
。
小
林
和
八
Ｐ
Ｔ
会
長
の
挨
拶
、
校
長
挨
拶
後
、
ア
キ
ラ
ボ

ー
イ
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
の
シ
ョ
ー
が
始
ま
っ
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
映
し
、
児
童
達
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
あ
が
っ
て
、
映
し
出
さ
れ
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
触
れ
合
う
の
を
楽
し
ん
で
い
た
。

文
・
写
真
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
倉
持
久
美
子
さ
ん
提
供
。

新
郷
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

ゆ
う
も
あ
大
賞
に

横
綱
白
鵬
ら

ゆうもあくらぶ（現会長＝山東昭子さん、理事長＝大村崑さん）は、ユー
モアで明るい話題を提供した人に贈られる今年の「ゆうもあ大賞」の表彰式を
12 月 12 日、ホテルニューオータニで行った。落語家の桂分枝さん（70）横綱
白鵬関（28）脚本家の三谷幸喜さん（52）が受賞された。
白鵬関には「いまや平成の大横綱。大相撲の人気回復に尽力、優しい日本

の心を持った横綱にその栄誉を称えます」と。（抜粋）
写真左から、金子昌夫常任理事、白鵬関、山東さん。

12
月
14
日
、
新
郷
公
民
館
で
、
第
４
回「

新
郷
音

楽
の
夕
べ」

が
開
催
さ
れ
た
。

新
郷
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
加
藤
千
恵
子
さ
ん

と
、
ピ
ア
ノ
今
西
初
江
さ
ん
が
、
～
今
伝
え
た
い
日

本
の
歌
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア

ま
で
～
と
題
し
て
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。

加
藤
千
恵
子
＆
金
刺
美
穂
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

平
成
26
年
１
月
31
日（

金）

◇
時＝

午
後
６

時
30
分
開
場
◇
所＝

日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル
◇
チ
ケ

ッ
ト＝

３
０
０
０
円
。
◇
問＝

新
郷
新
聞
社

新
郷
音
楽
の
夕
べ

青
少
年
育
成
講
演
会
　
　
　

子
供
を
守
る
の
は
親

12月15日、新郷公民館で新郷地区青少年健全育成研修会が開催された。ネットアドバイザーの志村美香子さん
と、長谷部玲香さんが、「子ども安全見守り講座---インターネットの危険性---」と題して講演された。来賓には、
板橋智之市議、新郷地区小中学校長や、PTA会長、各町会長が参加した。
写真左から、板橋市議、大柳祐一赤井町会長、宮内敬一榛松町会長、志村さん、長谷部さん、中村和美県民生
活部青少年課主査。

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署
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成
人
女
性
の
50
％
以
上
の

方
々
が
、
足
の
む
く
み
や
、

そ
れ
に
伴
う
足
の
だ
る
さ
な

ど
の
症
状
を
経
験
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
時
間
の
立
ち
仕

事
や
加
齢
な
ど
に
よ
る

下
肢
静
脈
血
流
の
滞
留
が
起

き
て
、
静
脈
圧
が
上
が
る
こ

と
で
血
管
内
の
細
胞
が
炎
症

し
て
、
血
漿
成
分
が
漏
出
し

て
皮
下
組
織
に
溜
っ

た
状
態

を
む
く
み
と
い
い
ま
す
。
放

置
す
る
と
下
肢
静
脈
瘤
や
皮

膚
潰
瘍
な
ど
に
進
展
す
る
事

も
あ
り
ま
す
。

西
洋
ハ
ー
ブ「

赤
ブ
ド
ウ

葉
エ
キ
ス」

を
有
効
成
分
と

し
た
医
薬
品
が
む
く
み
を
改

善
す
る
と
し
て
、
す
で
に
世

界
25
ヶ
国
以
上
で
一
般
用
医

薬
品
と
し
て
承
認
・
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
科
学
的
根
拠

の
あ
る
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ

て

い
る
と
し
て
初
め
て
ダ
イ
レ

ク
ト
に
薬
局
の
店
頭
で
販
売

さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。

効
能
・
効
果
は
、「

軽
度

の
静
脈
還
流
障
害
に
よ
る
次

の
症
状
の
改
善：

足
の
む
く

み
、
む
く
み
に
伴
う
足
の
だ

る
さ
・
重
さ
・
疲
れ
・
つ
っ

ぱ
り
感
・
痛
み」

成
人
の
み

の
適
用
で
１
日
１
回
２
カ
プ

セ
ル
朝
服
用
で
す
。

国
内
臨
床
試
験
で

は
、
３
カ
月
間
の
継
続

服
用
の
結
果
、
自
覚
症
状
に

つ
い
て
81
％
の
改
善
率
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師中

山
　
久
仁
夫

ハ
ー
ブ
で
足
の
む
く
み
改
善

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（
196
）

関谷透監修

新　 郷　 新　 聞

11
月
30
日
、
12
月
１
日
、

書
道「

み
ど
り
書
道
塾」（

塾

長＝

大
沼
早
苗
さ
ん）

と
、

写
真
は「

写
真
同
好
会
・
夢

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

新
郷
新
聞
社
賞
に
　

中
村
さ
ん

東
中
学
校
で

ふ
れ
あ
い
講
演
会

平成２５年 11 月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 　   武南警察署管内
人身事故 29,833 件（-2,304）   　 ８７７件（-９０）

死者数        168 名（-10）          　 ７名（+２）

負傷者    36,756 名（-2,561）　   １,０５５名（-７１）

物損事故 123,050 件（+3,796）    ３,６１８件（+１５３）

平成25年　 11月 30 日　 交通事故日報（カッコは前年対比）

あ
と
が
き

新
郷
貝
塚
、
春
夏
秋
冬
は
紙

面
の
都
合
で
休
み
ま
す
。

今
年
も
発
行
協
力
の
各
新
聞
販

売
店
様
、
ス
ポ
ン
サ
ー
様
、
読
者

の
皆
様
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

毎
年
、
各
町
会
長
始
め
各
団
体
、

個
人
様
か
ら
名
刺
広
告
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
も「

新

郷
新
聞」

制
作
費
や
印
刷
費
用
、

そ
し
て
地
域
新
聞
の
応
援
を
込
め

て
、
平
成
26
年
１
月
号
に
、
名
刺

広
告
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
ご
協
力
頂
け
る

方
、
ど
う
か
御
連
絡
を
、
お
待

ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

工
房（

代
表＝

新
郷
新
聞
編

集
長）

と
の
、
書
道
と
写
真

の
コ
ラ
ボ
展
を
、
榛
松
コ
モ

デ
ィ

イ
イ
ダ
２
階(

公
文
教
室)

で
開
催
し
た
。

書
道
は
交
通
安
全
標
語
を

書
き
、
交
通
安
全
事
故
防
止

を
促
し
、
交
通
事
故
の
撲
滅

と
交
通
安
全
祈
願
の
コ
ン
ク

ー
ル
展
。

写
真
は
日
頃
の
身
近
で
撮

影
し
た
作
品
を
展
示
。

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

▽
板
橋
智
之
市
議
会
議
員

賞＝

渡
辺
晃
成（

安
行
東
光

幼
稚
園）

▽
新
郷
新
聞
社

賞＝

中
村
紗
弓（

榛
松
中
２

年）

▽
金
賞＝

吉
田
光（

新

里
小
６
年）

▽
銀
賞＝

柴
田

唯
風（

新
郷
東
小
５
年）

▽

銅
賞＝

鈴
木
未
来（

新
里
小

２
年）

。

（

敬
称
略）

問＝

み
ど
り
書
道
塾

電
０
９
０-

８
０
４
３-

５
９
１
２

大
沼
。

へ ら 鮒 清 遊 会 
平成25年11月26日　蓮田市　隼人大池
①若木　瑛千　　本蓮　　 6.8㎏
②久保木公男　　本蓮　　 5.6㎏
③吉川　博　　　赤井　　 5.2㎏
☆問＝048（282）3272 市川

グ
リ
ー
ン
倶
楽
部

イ
ベ
ン
ト

写真左から大沼さん、板橋智之市議、渡辺君、鈴木さん、柴田さん、中村さん、
吉田さん。　コモディ イイダ２階(公文教室)で。

本
蓮
の
㈱
グ
リ
ー
ン
セ
レ

モ
ニ
ー（

社
長＝

境
啓
次
さ

ん）

は
、
鳩
ケ
谷
庁
舎
前
の

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
は
と
が
や

で
、
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
会
員

の
為
の「

第
３
回
ホ
ー
ル
イ

ベ
ン
ト」

を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
、
生
前
相
談
室

や
パ
ネ
ル
、
地
域
活
動
関
係

等
の
展
示
が
さ
れ
、
テ
ン
ト

で
は
、
野
菜
・
花
・
料
理
な

ど
の
販
売
や
無
料
の
お
茶
掴

み
取
り
な
ど
が
並
ん
だ
。

そ
し
て
、
地
域
有
志
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス（

代
表＝

高

橋
行
子
さ
ん）
、
鳩
ケ
谷
ウ
ク

レ
レ
ク
ラ
ブ（
代
表＝

千
石

栄
さ
ん）

、
大
正
琴（
代
表＝

加
藤
了
子
さ
ん）

、
民
謡（
代

表＝

鈴
木
晴
子
さ
ん）

を
披

露
し
た
。
ま
た
、
大
江
戸
小

11
月
28
日
、
東
中
学
校（

校

長＝

四
島
重
孝
さ
ん
・
P
T
A

会
長＝

小
野
寺
勉
さ
ん）
後

援
会（

会
長＝

関
口
隆
夫
さ

ん）

は
、
生
徒
の
将
来
の
生

き
方
指
針
の
一
環
と
し
て
、
恒

例
の「

ふ
れ
あ
い
講
演
会」

を
開
催
し
た
。

講
師
は
、
今
年
３
月
福
島

県
石
巻
市
立
北
上
中
学
校
の

校
長
で
定
年
退
職
さ
れ
、
東

日
本
大
震
災
後
の
支
援
・
交

流
の
縁
で
、
４
月
よ
り
私
立

浦
和
学
院
高
校
で
理
科
の
教

師
と
し
て
第
２
の
人
生
を
歩

ま
れ
た
畠
山
卓
也
先
生（

60）

。

教
団
に
立
た
れ
る
傍
ら
、

同
高
校
が
継
続
し
て
実
施
し

て
い
る「

石
巻
交
流
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト」

活
動
の
手
伝
い
、

さ
ら
に
、
震
災
の「

語
り
部」

と
し
て
多
く
の
人
々
に
被
災

の
実
態
を
伝
え
た
い
と
、
埼

玉
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
に

赴
き
震
災
の
体
験
を
伝
え
て

お
ら
れ
る
と
い
う
。

川
口
市
で
最
初
の
東
中
で

は「

東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

将
来
を
担
う
中
学
生
に
伝
え

た
い
こ
と」

と
題
し
て
、
震

災
時
や
そ
の
後
の
様
子
、
被

災
者
の
立
場
や
気
持
ち
な
ど

語
ら
れ
、
何
時
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
と
同
向
き
合

い
、
中
学
生
は
ど
ん
な
心
構

え
で
生
き
て
い
く
べ
き
か
、
震

災
か
ら
学
ぶ
明
日
へ
の
教
訓

を
熱
く
語
ら
れ
た
。

町
の
昭
和
初
期
懐
メ
ロ
演
歌

を
聞
き
、
大
ビ
ン
ゴ
大
会
等

が
行
わ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
で
は
、

様
々
な
企
画
を
立
て
会
員
へ

の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
。

写
真
提
供
同
社

首
都
高
速
か
ら
足
立
区
境

ま
で
の
約
1.2
km
の
区
間
が
、

「

川

の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト」

に
採
択
さ
れ
、
水
に

親
し
め
る
歩
道
、
癒
し
の
空

間
の
創
出
・
地
域
活
性
化
・

歩
行
者
の
安
全
の
確
保
の
テ

ー
マ
を
目
標
と
し
て
、
今
月

か
ら
両
岸
を
３
ヵ

年
か
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
事
業
。

今
年
度
は
、
武
南
病
院
前

か
ら
南
前
橋
の
350
ｍ
区
間
。

平
成
26
年
度
は
南
前
橋
か

ら
石
御
堂
橋
の
260
ｍ
区
間
。

平
成
27
年
度
は
石
御
堂
橋

か
ら
、
一
本
橋
の
590
ｍ
区
間
を

行
う
予
定
。

見
沼
代
用
水
路
歩

道
整
備
工
事始ま

る

来
月
号
は
１
月
16
日（

木）

発

行
で
す
。


